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 第２章 津市の現状 

１. 地勢 

津市は、三重県の中央部に位置しており、北は鈴鹿

市及び亀山市、西は伊賀市、名張市及び奈良県、南は

松阪市と接し、東は伊勢湾を臨んでいます。 

東部は伊勢平野の一部を形成する海岸平野、中部は

標高 30～50ｍの丘陵地や台地、西境沿いには 700

～800ｍの山々が連なり、多様な自然を形成してい

ます。 

平成 18 年 1 月 1 日に、津市、久居市、河芸町、

芸濃町、美里村、安濃町、香良洲町、一志町、白山町、

美杉村の10市町村が合併して誕生しており、711.1

８km2と三重県で最も広い面積を有しています。 

             図２-１ 位置図 

 

２. 人口 

津市の総人口は、平成 18年 1月の誕生以降減少していますが、令和５年度末で 269,669人

で、三重県の市町では四日市市に次いで多くなっています。 

生産年齢人口（15～64歳）、年少人口（15歳未満）共に減少しており、生産年齢人口は、平

成 24年度末には 61.1%であったものが、令和５年度末には 58.2%に減少しています。 

 

※各年度末（3 月 31 日）の人口（外国人を含む） 
（出典：住民基本台帳） 

図２-２ 津市の年齢 3区分別人口の推移  
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津市内の人口は、東部の伊勢湾岸沿いの市街地に集中しており、西部の平野部や山間部では低

密度に分散しています。 

 
（出典：平成 27 年 国勢調査 250mメッシュデータ） 

図 2-3 津市内の人口分布 

３. 観光の状況 

津市は、豊かな自然環境に恵まれており、南北約 20ｋｍにわたって続く海岸線や、清少納言ゆ

かりの名湯として知られる美人の湯「榊原温泉」を始めとする中伊勢温泉郷、美杉地域の癒しの

森等、多種多様な風景を楽しむことができます。 

また、「津まつり」や「津花火大会」等のイベント時には、市内外から多くの来客があります。 

さらに、近年では「津城」及び「多気北畠氏城館」が続日本 100名城に選定され、高田本山専

修寺の「御影堂」及び「如来堂」が建造物としては県内で初となる国宝指定を受けるなど、歴史

的資源の持つ価値が改めて評価されるとともに、工場一体型テーマパーク「おやつタウン」が新

たに開業するなど、観光資源が充実してきています。 

 


